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中区ふれあい事業推進委員会        委員長  静  又三
やすぞう

 

中区域まちづくり考房歴史文化グループ   部会長 ○北野 敏彦 

 

１．活動方針・目的 

行基ゆかりの地であり、陶器（須恵器）発祥の地でもある堺市中区では、歴史文化資源に恵

まれながらも、地元住民の間でさえもその認知度は低かった。そこで、中区に眠る歴史文化資

源を掘りおこし、内外へＰＲすることで、自らの地域へ愛着や誇りを持ってもらい、地域力を

向上することを目的として活動している。 

 

２．活動内容 

中区域まちづくり考房は、平成１６年に「防災」「魅力創出」をテーマに活動を開始した。

平成１９年からは「生活環境」「歴史文化」をテーマに活動を展開している。 

「歴史文化」グループでは、月に１回の定例会議に加え、まちあるきなどフィールドワーク

を実施し、中区の歴史文化資源をいかに地域住民に伝えるか議論を重ねた。その結果、中区全

体を博物館に捉える「中区フィールドミュージアム」として魅力をＰＲしていくこととなった。 

資源発掘のテーマとして、「陶
すえ

の里」「ため池水系」を選定し、ガイドツアーを開催した。ガ

イドツアーを開催するにあたり、ツールとしてのガイドブック作成や先進地視察をおこなった。 

また、活動の成果発表として、中区内の自治会役員等を対象にフォーラムを開催し、取り組

みを他地域にＰＲした。 

 

３．他の活動団体の参考となる事例 

・いわゆる名所、旧跡といった目に見える歴史文化資源が少ない中、地元にずっと住み続けて

いる人が地元を案内することで、失われた事物へと想いをめぐらせ当時の様子を想像できる

ようなガイドツアーを開催することができた。 

・地元自治会と連携することで、ピンポイントでガイドしてくれる人を募ることができ、モデ

ルとして開催したガイドツアーが地域行事として定着しつつある。 

・地元小学校でガイドブックを使った学習をおこなっている。 

 

４．今後の課題等 

・他の地域でのガイドツアー開催の支援。 

・案内人の育成。 

・子ども向けのガイド内容の検討。 

・既存ガイドツアーの定着化 
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